
東日本大震災以後の備忘録ないしは切り抜き帳(その50) 
 

[2017年3月26日(日)] 

〇今朝の朝日新聞の天声人語『沖縄戦の９０日間』を以下に転載させて頂く．「ちょうどいまごろから咲く沖 

縄の県花デイゴは炎のような色をしている.《でいごの花が咲き,風を呼び,嵐が来た》.  90年代のヒット曲 

「島唄」は,沖縄のひめゆり学徒隊の話を聞いた衝撃からつくられた.「自分の無知に怒りがこみ上げた」と 

ボーカルの宮沢和史さんは振り返っている▼72年前のきょう, 沖縄戦は始まった. 慶良間諸島に米軍が上陸 

し, 水面を埋める艦艇で海は黒く染まった. ありったけの地獄を集めたと形容された地上戦は90日間続く▼ 

沖縄戦は,運命の分かれ道が延々と続く. 始まりや終わりだけを知っても,体験者の本当の苦しさは理解でき 

ない. そんな思いから,日米の記録や住民の証言などをもとに,一日ごとに何が起きたのかをたどったことが 

ある▼3月28日の集団自決に居あわせた女性は証言する.「私の頭部に一撃, クワのような大きな刃物を打ち 

込み, 続けざまに, 顔といわず頭といわず…… 目を開いて, 私は私を殺す人を見ていたのです」(『沖縄県 

史』)▼叫ぶ.泣く.燃やす.ためらう.命ずる.死ぬ. 記録をめくるたびに「これが戦争だ」と違う側面を突き 

つけられる.沖縄戦で亡くなった日米の軍人や地元の住民は約20万人.それぞれの形の「戦争」があった▼沖 

縄は,本土を守る「捨て石」として戦場となった.その体験を共有することは簡単ではない. それでも想像力 

を働かせることはできる.6月23日の「慰霊の日」までの90日間.心のタイマーを72年前に合わせてみたい.」 

 💬 沖縄戦の初期の段階で,米軍が上陸した慶良間諸島で何が起こったのかについては,以前に「東日本大震 

 災から４年半後の現実：備忘録ないしは切り抜き帳(その22,2015.9.25)の中で触れさせて頂いたことがあっ

たが,先月沖縄本島を訪問した時の印象では,慶良間諸島の場合とはまた違った戦争の終結のされ方であった

ように思われた．いずれにしても，沖縄が本土防衛のための防波堤(上記の表現では「捨て石」)として多大

な犠牲を払わされたことは歴史的事実であり，そのことを抜きにして，辺野古への新基地建設などの問題を

語ることはできないのではなかろうか.「折々のトピックス,駆け足の沖縄基地・戦争・歴史,2017.2.11.)」

を参照されたい.（3/27にコメントを追記） 

 

[2017年3月27日(月)] 

〇森友学園疑惑(本当は疑獄)についてはもう触れたく 

なかったのであるが，右の山口二郎氏のコラムは非 

常に良く論点がまとめられているので，引用転載を 

お許し頂きたい．国会論戦を視聴していて大変もど 

かしいのは，見るからに怪しげな安倍内閣の面々を 

どうして野党諸氏やマスメディアが追及しきれない 

のかと云う点である．ことは森友学園理事長の疑惑 

追及などよりも，政治家・官僚の疑獄事件へと発展 

する，より深刻な問題なのではないだろうか． 

〇つい先日，東日本大震災の津波で被災した大川小学 

 校を訪問してきたばかりであるが，昨日の東京新聞  

によれば,29日に仙台高裁で控訴審の第1回口頭弁論 

が開かれるとのことである．被災児童の遺族が勝訴 

したはずの一審で，仙台地裁判決に不服を申し立て 

たのは,石巻市の広報車による避難呼びかけ(津波が 

来襲する僅か5分前)よりも早期に津波を予見できた 

のではないか，そのことを実証するためには一審で 

証人申請が却下された“生き残った教諭”の尋問が 

必要ではないかと云う理由からであるが，これから 

の控訴審の成り行きに注目してゆきたい． 

〇東京新聞の片隅に毎日掲載される“平和の俳句”に 

 は時折ハッとさせられるが，今朝の右の句もその一つであった．『縄張なんか』が意味深長であるが，昨今 

 の安倍首相の次元の低い国会答弁などのことが思い起こされ，おかしくて，おかしくて……． 

 

[2017年3月29日(水)] 

3.26 



〇今朝の朝日新聞天声人語は『パン屋でなく和菓子屋』と題して，来春から使用される道徳教科書を揶揄して   

いる.「天ぷらといえば,すしと並んで和食の代表選手であり海外でも人気のメニューである. もっともその 

起源には諸説があり, ポルトガルから伝来したとの説がかなり有力だと原田信男著『和食と日本文化』で学 

んだ▼どうも17世紀ごろ伝わったようで, 語源もスペイン語系のTemporaだとする説を紹介している.日本は 

早くから,よその国の料理を取り入れ,食文化を豊かにしてきた▼パン食も定着し, 近所にお気に入りのパン 

屋をお持ちの方もおられよう．ところがそんなパン屋が, 教科書からはじき出されたのだという. 小学校道 

徳の教科書検定の結果「にちようびのさんぽみち」との教材に登場していた「パン屋」が「和菓子屋」に変 

更された▼学習指導要領が求める「我が国や郷土の文 

化と生活に親しみ，愛着をもつ」との点が不足すると 

文部科学省が指摘し，出版社が修正した．パン屋では 

日本らしさが欠けるということか．同様の理由で，公 

園の遊具が和楽器の店に差し替えられた▼もう50年以 

上前だが，評論家の加藤周一が仏教伝来や洋服などを 

例に,日本は雑種文化であると論じた.「日本精神や純 

日本風の文学芸術を説く人はあるが，同じ人が純日本 

風の電車や選挙を説くことはない」と書き，偏狭な日 

本主義者を批判した▼和菓子や和楽器にすがって国や 

郷土への愛を説くとすれば,滑稽というほかない.本質 

よりも体裁にこだわる大 

人たちの姿である．まさ 

か反面教師としての教育 

の一環ではあるまい.」 

 💬 同じ趣旨のコラムは 

 本日の東京新聞“本音の 

コラム”にも見られた． 

本田美奈子氏の『パンと 

道徳』がそれで，彼女ら 

しいと思うのは，文科省 

の検定基準に「人権につ 

いての規定はなし．個人 

の権利は教えない．差別 

問題にもふれない．全体 

に従順で主張しない子を 

求めている印象だ」との 

指摘をきちんとしている 

点であろう． 

〇右の地図は，東京新聞の 

原発取材班がすでに避難 

指示が解除されている楢 

葉町と，もうすぐ解除さ 

れる富岡町を中心に，車 

での放射線量の移動測定 

を行い，その結果を地図 

に落としたものである．注目すべきは,一般人の年間被ばく線量限度(1ミリシーベルト)を超える恐れのある 

線量が帰還予定地域でも測定されている点であるが，4月以降,富岡町では帰還後の健康管理をどのように行 

うつもりなのだろうか． 

 

[2017年3月31日(金)] 

〇今朝の朝日新聞は『原発避難, 3町村で解除 福島』と題して,以下の記事を掲載していた.「31日午前0時,東 

京電力福島第一原発事故に伴う避難指示が福島県の3町村で解除された.翌1日解除の富岡町と合わせて,対象 

← 常磐線富岡駅 

東京新聞 2017.3.29.紙面より 



は3万2千人にのぼる.6年前の事故直後に出された避難指示は,帰還困難区域を除い 

てほぼ解除される.31日の解除は浪江町,飯舘村,川俣町. 浪江町と飯舘村,1日解除 

の富岡町では全住民が避難していた. 事故後,政府は11市町村約8万1千人に避難指 

示を出した. その後,年間積算線量が20ミリシーベルト以下,生活インフラの整備, 

などを条件に解除を進めてきた.第一原発が立つ大熊町と双葉町は引き続き全町民 

の避難がつづく. ただ,住民の帰還意欲は低い.今後,賠償や住宅支援などが段階的 

に打ち切られる一方,政府は帰還促進と自立支援に焦点を移す. 2017年度の政府予 

算では医療体制整備の基金236億円を創設. 医療機関の再開を支援するなどして住 

民帰還の環境を整える.(署名記事)」💬 右の図で注目したいのは，帰還意欲者の 

割合が全体的に低く(50%にも満たない)，しかも飯館村,川俣町と浪江町,富岡町と 

の間で著しい格差が生じている点ではなかろうか．これは,安全への公的なお墨付 

きよりも自主的判断の方が重視されている結果ではないかと想像される． 

〇今朝の東京新聞“筆洗”に興味深いコラムがあったので以下に引用させて頂きたい.「ショートショート(超 

短編小説)の名手・星新一さんに「デラックスな金庫」という作品がある. ほとんど全財産をつぎこんで,大 

金庫を作った人物の話だ▼鋼鉄製で外側は銀張り,内側は金張りという豪華きわまりない大金庫のため,家も 

手放してしまったので,アパートの一室で暮らす. 暇さえあれば金庫を磨き上げ,ぴかぴかとなった金庫の表 

面が自分の姿をうつすのを見て悦に入っているが…と,話は進む▼政府の面々も,この話の主人公に似ている 

かもしれぬ. 彼らが大切にしているのは, 世論の大きな反対を押し切って手に入れた「特定秘密保護法」と 

いう大きな金庫だ▼その中には,何が入っているか. 本来は金庫に収めてはならぬもの,国民に明らかにしな 

くてはならぬ情報も入っているのではないか. それを点検する衆院の情報監視審査会の報告書によると,443 

件の特定秘密のうち,何と4割弱の166件は「文書」そのものがない,と分かったという. 物々しい特定秘密の 

金庫を開けたら,中はカラッポだった…というのだから,おかしな話だ▼「デラックスな金庫」の主人公も実 

は,金庫の中には何も入れていない. 豪華な金庫を狙って忍び込む輩を,金庫の中に閉じ込めてしまうのだ▼ 

さて「特定秘密」の大金庫に閉じ込められているのは何か. それは,私たちの「知る権利」ではないのか.」 

 

   2017年3月31日    文責：瀨尾和大 

避難指示区域の対象人口／賠償
と住宅支援．朝日新聞(3.31)より 


